
第５回 佐賀市立図書館大規模改修基本構想・基本計画策定委員会 開催結果 

 

日 時：令和６年２月２０日（火） １０：００～ 

場 所：佐賀市立図書館大集会室 

参加者：策定委員会委員、青木茂建築工房、佐賀市 図書館ほか関係職員 

 

１． 基本構想・基本計画素案の説明 

○基本構想・基本計画素案について説明 

 前回の策定委員会で出された意見を反映した修正案について説明した。 

委員から下記の意見が出されたが、修正内容は微修正につき、その修正を行う旨で素案について

の承認をいただいた。 

 

【委員の主な意見】 

・コンセプトに沿った具体的な形が見えてきた。市民に親しまれる図書館になるのではないか。 

  ・他の事業（東名遺跡の整備）には、予算が当初の３倍になったものもあると聞くが、本事業の

場合、予算のことは考えなくていいのか？ 

   ⇒ もちろん今後予算の問題は出てくるが、今回の構想・計画については、まず予算のことは

一旦置いておいて、いい図書館を創ることに集中して考えるように指示されている。 

  ・このままパブリックコメントを実施するのか？ 

   ⇒ まず３月に議会に説明し、意見が出ればそれを踏まえて修正し、その後パブリックコメン

トを実施することになる。 

  ・椅子やベンチは、コンセプトにどのようにつながるのか？ 

   ⇒ 図書館における様々な体験の象徴として椅子とベンチを位置づけている。 

  ・椅子といえば、武雄の図書館ではハンモックが使用されていた。 

  ・子育て世代が、子どもと一緒に訪れて過ごしやすいスペースの確保を望む。 

  ・屋外とのマッチングは、例えば公園に椅子を持ち寄ってくつろぐといったようなことをすれば

変化が楽しめると思う。 

  ・イメージ画の中に、子どもも描いた方がいいと思う。 

  ・今後のスケジュールはどうなるのか？ 

   ⇒ 本日同意いただいた素案を３月議会で説明し、その後パブリックコメント（１か月）を実

施する。パブリックコメントでいただいた意見を踏まえて、“構想・計画”を確定させる。 

その後、設計、工事と進めていく。 

  ・設計においても、市民の意見を聞きながら進めるという趣旨を構想・計画にうたってほしい。 

   ⇒ 最終ページの「今後のスケジュールについて」の中で表現したい。 


